
 
 

   （１） 

 

 

先
の
参
院
選
で
Ｊ
Ｐ
労
組
の
組

織
内
候
補
が
落
選
し
た
背
景
に

触
れ
、
候
補
者
は
国
民
が
願
う
政

策
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
こ
れ

に
対
す
る
労
働
者
の
審
判
の
結

果
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

他
の
来
賓
と
争
議
支
援
等
の

訴
え
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

《
来 

賓
》 

 
東
京
地
評 

 

東
京
全
労
協 

 

日
本
共
産
党 

《
争
議
支
援
の
訴
え
》 

 

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団 

 

６
５
歳
再
雇
用
拒
否 

 

さ
い
た
ま
自
死
責
任
追
及 

 

冨
田
損
害
賠
償
請
求
裁
判 

 

銀
座
再
雇
用
拒
否
裁
判 

《
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

 

非
正
規
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」 

 

 
 
 

☆ 
 
 
 
 

☆ 

 

大
会
議
長
に
目
黒
支
部
の
堀

江
代
議
員
を
選
出
し
、
大
会
議
事

を
進
め
ま
し
た
。 

 

石
川
書
記
長
よ
り
、
一
般
経
過

報
告
と
年
間
活
動
の
総
括
及
び

２
０
１
３
年
度
の
方
針
の
提
案

が
さ
れ
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
発
言
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

●
地
本
早
朝
ビ
ラ
宣
伝
を
今

後
は
学
習
会
や
交
流
会
な
ど
に

発
展
を
（
西
部
）
●
雇
い
止
め
裁

判
で
ス
ピ
ー
ド
感
も
っ
た
組
合

対
応
が
必
要
だ
っ
た
と
反
省
、
今

後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
（
東

部
）
●
組
合
事
務
室
設
置
要
求
の

と
り
く
み
（
王
子
）
●
ユ
ニ
オ
ン

カ
フ
ェ
な
ど
の
工
夫
で
若
い
労

働
者
と
の
接
点
づ
く
り
を
実
施

し
拡
大
に
つ
な
げ
る
（
逓
病
）
●

苦
情
申
告
の
と
り
く
み(

新
東

京)
 

●
冷
房
が
効
か
ず
熱
中
症

が
発
生
、
職
場
環
境
の
改
善
を

（
深
川
）
●
川
崎
東
局
開
局
に
伴

う
要
員
協
議
と
増
員
要
求
に
つ

い
て
（
国
際
）
●
ス
ト
ラ
イ
キ
に

つ
い
て
更
に
論
議
が
必
要
（
新
東

京
）
。 

 
 

 

今
後
の
と
り
く
み
で
は
、 

●
今
で
も
要
員
不
足
、
今
後
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
に
よ
る
更

な
る
労
働
強
化
に
ど
う
対
処
す

る
の
か
（
銀
座
）
●
労
働
安
全
に

つ
い
て
の
交
渉
力
と
今
後
の
冨

田
裁
判
の
と
り
く
み
（
特
定
）
●

再
雇
用
不
採
用
と
今
後
の
た
た

か
い
（
銀
座
）
●
新
一
般
職
の
対

応
に
工
夫
が
必
要
で
は
（
大
田
）
。

そ
の
他
に
も
多
数
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

大
会
は
、
活
動
方
針
、
予
算
、

 

大
会
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
東

京
地
本
鵜
島
委
員
長
は
、
昨
年
組

織
統
合
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
の
経
験
が
活
か
さ
れ
た
１

年
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
。
今
、

労
働
・
職
場
環
境
の
悪
化
に
抗

し
、
将
来
へ
の
不
安
解
消
や
国
民

不
在
の
安
倍
政
権
と
対
峙
す
る

労
働
組
合
本
来
の
真
価
が
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
。
２
０
１

３
年
度
年
間
活
動
方
針
の
討
論

を
深
め
、
運
動
の
確
信
と
展
望
を

確
立
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

続
い
て
本
部
今
井
副
委
員
長

は
あ
い
さ
つ
で
、
先
に
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
報
告
と
情
勢
に
ふ

れ
、
こ
の
間
と
り
く
ま
れ
た
争
議

解
決
に
多
く
の
成
果
を
か
ち
と

っ
て
い
る
こ
と
に
確
信
を
持
ち
、

組
合
員
が
集
い
議
論
し
、
職
場
の

内
外
に
活
動
を
広
げ
組
織
を
大

き
く
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
一

層
重
要
で
あ
り
、
東
京
は
そ
の
牽

引
の
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
と

の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
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度
就
業
構
造
基
本
調
査
で
、
非

正
規
労
働
者
が
は
じ
め
て
２

０
０
０
万
人
を
突
破
し
、
比
率

で
３
８
・
２
％
と
過
去
最
大
を

更
新
し
た
。
そ
し
て
、
転
職
前

に
正
社
員
で
あ
っ
た
人
の
４

０
・
３
％
が
転
職
後
は
非
正
規

社
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

も
驚
い
た
▼
ま
た
、
週
３
５
時

間
以
上
働
く
非
正
規
の
男
性

の
約
４
割
、
女
性
の
約
７
割
が

年
収
２
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
も
２
月
の
労
働
力
調

査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
雇
用

が
柔
軟
化
・
流
動
化
し
不
安
定

化
し
て
賃
金
は
下
が
り
つ
づ

け
た
▼
安
倍
政
権
は
、
日
本
の

正
社
員
は
職
務
や
勤
務
地
、
労

働
時
間
（
残
業
）
が
「
無
限
定
」

で
大
変
だ
か
ら
と
こ
れ
ら
を

限
定
し
た
「
限
定
正
社
員
」
を

言
い
出
し
た
。
職
務
や
勤
務
地

を
限
定
す
る
代
わ
り
に
処
遇

を
引
き
下
げ
、
解
雇
も
自
由
に

で
き
る
。
労
働
者
派
遣
も
自
由

に
で
き
る
改
悪
も
準
備
さ
れ

て
い
る
▼
非
正
規
労
働
者
を

大
量
に
利
用
し
な
が
ら
、
正
社

員
の
雇
用
も
待
遇
も
引
き
下

げ
ら
れ
て
は
、
働
く
も
の
の
生

活
も
景
気
も
益
々
悪
く
な
る

ば
か
り
だ
。 

 
 
 

（
Ｋ
） 

 

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本
は
７
月
２
７
日
、
第
２
回

定
期
大
会
を
都
内
で
開
き
ま
し
た
。
深
刻
な
要
員
不
足
や
３
年
連
続
ボ

ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
。
Ｊ
Ｐ
労
組
と
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
す
す
め
る
「
新

た
な
人
事
・
給
与
制
度
」
で
将
来
不
安
は
増
す
ば
か
り
。 

 
 

 

安
心
し
て
働
け
る
職
場
や
非
正
規
問
題
の
解
決
に
む
け
、
組
織
統
一

２
年
目
を
迎
え
た
私
た
ち
の
役
割
と
課
題
は
。 

 

 

７
月
１
２

日
、
総
務
省

が
公
表
し
た

２
０
１
２
年

規
約
の
一
部
改
正
と
大
会
要

求
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

た
後
、
新
執
行
部
を
選
出
し
、

２
０
１
３
年
度
の
活
動
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

新
役
員
紹
介 

委

員

長 

 

鵜
島 

一
広
（
港
品
川
） 

副
委
員
長 

 

郡 

公
一
朗
（
目
黒
） 

 

中
村 

知
明
（
大
田
） 

書

記

長 

 

石
川 

喜
久
（
港
品
川
） 

書
記
次
長 

 

高
井 

道
典
（
新
東
京
） 

執
行
委
員 

 

飯
塚 

定
夫
（
銀
座
） 

 

小
関 

雅
彦
（
小
石
川
） 

 

福
田 

秋
彦
（
東
部
） 

 

五
十
嵐
一
浩
（
東
京
多
摩
） 

 

田
中 

孝
史
（
新
東
京
） 

 

堀
川
宇
善
文
（
玉
川
） 

冨
樫 

浩
行
（
銀
座
） 

 

伊
東 

孝
雄
（
西
部
） 

 

谷
川 

紀
子
（
特
定
） 

 
 

 
 

  
 涼を求め、なかまと語ろう 

 

 

☆ ８月３１日（土）  

   ☆ 参加費・３５００円 

☆ １８時３０分に 

 竹芝ターミナルに集まれ 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

８
月
２
日 

 
 

労
働
法
制
改
悪
反
対
学

習
会
（
全
労
協
） 

８
月
３
～
５
日 

 
 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

 
 
 

国
際
会
議
（
広
島
） 

８
月
６
・
７
日 

 
 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

 
 
 
 
 

（
広
島
大
会
） 

８
月
７
日 

 
 

６
５
歳
裁
判 

８
月
７
～
９
日 

 
 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

 
 
 
 
 

（
長
崎
大
会
） 

８
月
３
１
日 

 
 

東
京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ 

 

                             

 

 

                             

 

ボランティア二日目の行動も昨日と同様に仮設住宅の被

災者に救援物資を届けながら政府や市への要望を聞く行動

でした。 

老人、若い夫婦、子どものいる家庭から話を聞くことがで

きました。何箇所も避難所生活を変えてきていて、ここによ

うやく落ち着いたという人がいました。そして、誰もが言う

のは「原発事故で明日の生活が見えません」というものでし

た。原発事故さえなければこのようなことはならなかったこ

とを考えると、福島の復興は原発事故を収束させること抜き

にはすすみません。それを聞いたときに改めて原発再稼動は

許してはならないし、原発ゼロの社会、原発に変る自然エネ

ルギーへ転換させていくことが必要であることを強くしま

した。 

私たちが被災者と 

話をすすめていると 

復興の遅れが話題に 

なります。そのとき 

に被災者に「除染や 

代替用地の買い替え 

等の復興が遅れてい 

る原因の一つに政府 

は東北震災の復興と 

いうことで１９兆円の予算を決めていますけれども、これは

東北の復興のためだけでなく「全国防災」という名目で他の

公共事業にも使われることを知っていますか」と話します

と、被災者の多くは知らなかったようで「何のための復興予

算なのかが分からない。政府は何をやっているのだ。ひどい

ものだ」と怒りの声をあげる人、嘆きの声をあげる人もいま

した。 （つづく） 

 

 

賃
金
は
「
そ
れ
以
下
で
は
人

を
働
か
せ
て
も
働
い
て
も
い
け

な
い
」
と
最
低
賃
金
法
の
規
制

が
あ
り
ま
す
。 

同
法
第
９
条
で
は
、
金
額
決

定
に
あ
た
り
「
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
に
配

慮
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

郵
政
で
働
く
期
間
雇
用
社
員

の
基
本
賃
金
は
、
地
域
別
最
低

賃
金
＋
２
０
円
と
加
算
給
（
基

礎
評
価
給
＋
資
格
給
）
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
最
低
賃
金
は
直
接
時
給
に

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
最
低
賃

金
に
引
き
上
げ
は
重
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

東
京
都
の
最
低
賃
金
は
、
昨

年
１
３
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
８

５
０
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
円
安
と
な

り
、
物
価
上
昇
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
、
賃
金
を
底
上
げ
し
な
け

れ
ば
生
活
水
準
は
下
が
り
ま

す
。
７
月
１
２
日
、
総
務
省
が

公
表
し
た
２
０
１
２
年
就
業
構

造
基
本
調
査
で
、
非
正
規
労
働

者
が
は
じ
め
て
２
０
０
０
万
人

を
突
破
し
、
比
率
で
３
８
・
２
％

と
過
去
最
大
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
転
職
前
に
正
社
員
で
あ
っ

た
人
の
４
０
・
９
％
が
転
職
後

は
非
正
規
雇
用
と
な
る
な
ど
、

雇
用
の
流
動
化
が
非
正
規
雇
用

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く

総
務
省
が
２
月
１
９
日
に
公
表

し
た
２
０
１
２
年
平
均
の
労
働

力
調
査
が
示
し
た
よ
う
に
、
週

３
５
時
間
以
上
働
く
非
正
規
の

男
性
の
約
４
割
、
女
性
の
約
７

日
頃
か
ら
私
た
ち
「
郵
便
の

う
た
ご
え
」
に
ご
理
解
・
ご
協

力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
「
郵
便
の
う
た
ご
え
」

も
、
今
年
で
４７
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。 

今
年
の
祭
典
は
「
う
た
お
う

未
来
へ 

誇
り
を
も
っ
て
働
け

る
職
場
を
」
を
テ
ー
マ
に
、「
使

い
捨
て
・
差
別
待
遇
を
許
す

な
」
「
人
間
の
や
さ
し
さ
を
う

た
お
う
」
「
憲
法
改
悪
を
許
す

な
」｢

原
発
再
稼
働
反
対｣

を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
４
年
ぶ
り

に
東
京
で
開
催
し
ま
す
。 

中
で
も
メ
イ
ン
と
し
て
、
郵

政
事
業
が
民
営
化
に
な
り
「
サ

ー
ビ
ス
よ
り
コ
ス
ト
削
減
」
を

推
し
進
め
て
い
る
職
場
実
態

を
表
現
し
た
合
唱
構
成
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
郵
政
で
働
く

人
以
外
に
も
、
解
る
よ
う
な
内

容
に
し
た
い
と
実
行
委
員
会

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
祭
典
で
多
く
の

人
た
ち
と
手
を
携
え
、
元
気
と

希
望
の
持
て
る
祭
典
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
３
郵
便
の
う
た
ご

え
祭
典
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ

ん
が
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。 目

黒
支
部 

堀
江 

和
雄 

   
 

割
が
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
よ
う
に
、
雇
用
破
壊
に

と
も
な
う
低
賃
金
構
造
が
、
今

日
の
日
本
経
済
悪
化
の
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。 

４
割
に
近
づ
く
非
正
規
労
働

者
の
賃
金
に
大
き
な
影
響
を
持

つ
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ

と
は
急
務
で
す
。
ま
た
、
政
府

は
、
中
小
企
業
支
援
策
を
念
頭

に
置
い
た
最
賃
引
き
上
げ
が
必

要
で
す
。 

最
低
賃
金
は
毎
年
秋
に
決
定

さ
れ
ま
す
。
最
賃
法
９
条
に
基

づ
く
賃
上
げ
を
求
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

 


